
会
員
の
皆
さ
ん
、
大
阪
府
連
の
中
国

語
教
室
が
今
、
た
い
へ
ん
で
す
。
受
講

生
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

反
日
デ
モ
や
尖
閣
問
題
、
不
況
に
よ
る

経
済
的
な
厳
し
さ
、
等
々
、
理
由
は
い

く
つ
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
厳
し
い
現

実
が
続
い
て
い
ま
す
。
中
国
語
検
定
会

場
で
の
宣
伝
、
ダ
イ
コ
ク
ド
ラ
ッ
グ
前

で
の
ビ
ラ
ま
き
、
休
講
中
の
受
講
生
へ

の
案
内
な
ど
様
々
な
努
力
は
し
て
い
ま

す
が
、
減
少
傾
向
を
ス
ト
ッ
プ
で
き
て

い
ま
せ
ん
。

大
阪
府
連
に
と
っ
て
、
中
国
語
講
座

の
収
入
は
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
ま

す
。
大
阪
府
連
の
豊
か
な
友
好
活
動
を

支
え
る
大
き
な
経
済
的
土
台
で
す
。
中

国
語
講
座
の
受
講
料
は
大
阪
府
連
の
大

き
な
財
政
的
は
支
え
に
な
り
、
日
中
友

好
運
動
を
前
進
さ
せ
て
い
ま
す
。
あ
な

た
が
中
国
語
講
座
を
受
講
す
る
こ
と
そ

の
こ
と
自
体
が
日
中
友
好
運
動
を
大
き

く
前
進
さ
せ
る
こ
と
な
の
で
す
。

仕
事
や
旅
行
に
中
国
語
を

今
、
街
に
は
中
国
人
旅
行
者
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
片
言
で
も
話
し

か
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど

楽
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
！
仕
事
や
旅
行

で
中
国
に
行
っ
た
時
、
簡
単
な
会
話
が

で
き
れ
ば
全
く
違
う
体
験
が
で
き
ま
す
。

原
語
で
直
接
触
れ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

ほ
ん
と
う
の
文
化
に
ふ
れ
る
事
が
出
来

ま
す
。
台
湾
は
も
ち
ろ
ん
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
も
不
自
由
は
あ
り

ま
せ
ん
。

会
員
割
引
も
あ
り
ま
す

私
た
ち
の
中
国
語
講
座
は
営
利
を
目

的
と
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
講
料
も
一
期
六
ヶ
月
四
万
八
千
円

と
良
心
的
な
価
格
に
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
会
員
割
引
も
あ
り
ま
す
。
五
〇
年

の
歴
史
に
裏
付
け
ら
れ
た
親
切
で
丁
寧

な
講
義
は
定
評
が
あ
り
ま

す
。
ヨ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
北

隣
り
、
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト

東
隣
り
、
地
下
鉄
、
Ｊ
Ｒ
、

阪
神
、
阪
急
な
ど
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
す

ぐ
近
く
で
す
。
ご
本
人
が
自
ら
受
講
で

き
な
く
て
も
子
ど
も
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
、

知
り
合
い
の
方
に
進
め
て
く
だ
さ
い
。

ご
紹
介
い
た
だ
い
た
方
に
は
薄
謝
を
差

し
上
げ
ま
す
。

無
料
入
門
レ
ッ
ス
ン
へ
ど
う
ぞ

初
心
者
対
象
の
無
料
入
門
レ
ッ
ス
ン

を
、
九
月
二
八
日
十
時
か
ら
と
六
時
半

か
ら
、
十
月
三
日
十
時
か
ら
、
中
国
語

教
室
で
三
回
開
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
（
各
回
、
定
員
十
四
名
）

八
月
二
九
日
東
大
阪
市
ラ
イ
テ
イ
ホ
ー

ル
で
「
望
郷
の
鐘
」
地
域
上
映
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
雨
の
中
、
午
前
の
上
映

会
は
ほ
ぼ
満
席
、
午
後
の
上
映
会
も
多

く
の
方
が
会
場
を
埋
め
ま
し
た
。
夜
の

上
映
会
も
含
め
て
七
〇
〇
数
十
名
が
鑑

賞
し
、
戦
争
法
案
の
動
き
と
ダ
ブ
っ
て

大
き
な
感
動
を
受
け
た
と
感
想
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
九
月
二
十
日
（
日
）
に

は
平
野
区
画
整
理
記
念
会
館
で
十
時
半

と
午
後
六
時
半
に
地
域
上
映
会
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
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中
国
語
講
座
十
月
開
講

無
料
レ
ッ
ス
ン
開
催

あ
な
た
も
中
国
語
を
始
め
ま
せ
ん
か

府連通信

「
望
郷
の
鐘
」
東
大
阪
上
映
会

七
〇
〇
数
十
名
が
鑑
賞
！

八
月
二
三
日
、
兵
庫
県
連
上
田
雅

美
事
務
局
長
を
招
き
、
研
究
会
を
開

き
、
県
連
前
田
清
会
長
、
府
連
渡
辺

武
会
長
は
じ
め
十
六
名
が
出
席
し
、

熱
心
な
質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

上
田
さ
ん
の
報
告
は
、

「
兵
庫
県
連
で
は
毎
年
『
平
和
ツ

ア
ー
』
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
目

的
は
『
①
日
中
友
好
協
会
の
活
動
を

知
ら
せ
る
、
②
東
北
大
震
災
の
際
の
、

中
国
人
研
修
生
救
済
活
動
を
紹
介
す

る
、
③
現
地
で
日
本
軍
が
何
を
行
っ

た
か
を
調
査
し
、
被
害
者
か
ら
の
聞

き
取
り
を
行
う
』
に
お
い
て
い
る
。

２
０
１
４
年
三
月
の
ツ
ア
ー
実
施

に
あ
た
り
、
事
前
調
査
で
『
湖
南
省

廠
窖
（
シ
ョ
ウ
コ
ウ
）
虐

殺
』
と
い
う
聞
き
な
れ
な

い
事
件
に
辿
り
つ
き
、
現

地
を
訪
問
し
、
被
害
者
三

人
の
証
言
か
ら
次
第
に
事

件
の
概
要
が
見
え
て
き
た
。

『
赤
旗
』
編
集
部
か
ら
の
依
頼
も
あ

り
、
同
年
十
二
月
に
共
同
再
調
査
を

実
施
、
被
害
者
五
人
と
現
地
研
究
者

か
ら
の
聞
き
取
り
、
記
念
碑
・
記
念

館
建
設
経
緯
、
事
件
現
場
『
千
人
坑
』

遺
骨
発
掘
作
業
の
視
察
を
行
っ
た
。

重
慶
か
ら
長
江
三
峡
下
り
を
す
る

と
三
峡
ダ
ム
に
達
す
る
が
、
そ
の
す

ぐ
下
流
に
湖
北
省
宜
昌
市
が
あ
る
。

長
江
は
そ
こ
か
ら
一
旦
南
下
し
、
湖

南
省
洞
庭
湖
の
岳
陽

に
達
し
、
そ
こ
か
ら

北
上
し
て
武
漢
に
至

る
。
南
県
『
廠
窖
鎮
』

は
そ
の
洞
庭
湖
の
北

辺
に
あ
る
水
郷
地
帯

の

農
村
で

あ
る
。

『
江
南
殲
滅
作
戦
』

（
１
９
４
３
年
四
～

六
月
）
は
、
宜
昌
か

ら
南
下
し
た
中
支
派
遣
第
十
一
軍

（
司
令
官
横
山
勇
中
将
、
三
師
団
、

一
旅
団
、
五
支
隊
か
ら
な
り
、
第
十

七
旅
団
、
戸
田
・
小
柴
・
針
谷
の
三

支
隊
が
作
戦
の
主
力
）
に
よ
っ
て
開

始
、
同
年
五
月
九
～
十
一
日
、
中
国

軍
民
に
対
す
る
虐
殺
が
引
き
起
こ
さ

れ
た
。
武
漢
・
漢
口
か
ら
の
空
爆
、

派
遣
軍
に
よ
る
砲
撃
と
内
河
船
隻
に

対
す
る
焼
き
討
ち
、
民
家
掃
討
作
戦

に
よ
る
銃
剣
刺
殺
に
よ
っ
て
、
地
元

住
民
七
千
名
、
近
郊
・
他
地
域
か
ら

の
避
難
民
一
万
八
千
名
、
国
民
党
軍

離
散
兵
士
五
千
名
余
、
計
三
万
名
余

殺
害
、
負
傷
三
千
名
、
焼
失
家
屋
三

千
軒
、
焼
失
船
隻
二
千
五
百
余
、
婦

女
暴
行
二
千
余
と
い
う
惨
状
で
、
生

き
残
っ
た
被
害
者
は
湖
南
の
『
三
光

作
戦
』
と
称
し
て
い
る
。

調
査
を
通
じ
て
日
本
の
研
究
者
の

間
で
も
知
ら
れ
て
い
な
い
『
廠
窖
事

件
』
の
全
容
が
明
ら
か
に
な
り
、
な

お
当
時
の
報
道
記
事
な
ど
に
よ
る
証

拠
固
め
に
力
を
入
れ
て
い
る
」
と
紹

介
さ
れ
、
質
疑
で
は
日
本
の
中
国
侵

略
、
日
中
戦
争
の
全
体
に
お
け
る

「
廠
窖
事
件
」
の
考
察
、
戦
後
七
十

年
、
未
発
掘
の
戦
禍
・
虐
殺
事
件
の

解
明
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
（
Ｙ
）

シ
ョ
ウ
コ
ウ
３
万
人
虐
殺
事
件

兵
庫
県
連
が
二
度
の
聞
き
取
り
調
査



七
月
五
日
の
大
阪
府
連
大
会
で
の
発

言
を
紹
介
し
ま
す
。
（
要
約
編
集
部
）

姫
野

浄
さ
ん

国
民
救
援
会
事
務
局
長
を
務
め
て
い

ま
す
、
１
９
６
３
年
以
来
の
会
員
で
す
。

最
近
日
中
新
聞
を
じ
っ
く
り
読
む
よ

う
に
な
り
ま
し
た
、
よ
い
新
聞
で
あ
り

日
本
と
中
国
の
関
係
の
状
況
が
よ
く
わ

か
り
ま
す
。
先
日
つ
ど
い
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
大
変
心
を
動
か
さ
れ
ま

し
た
。
あ
の
日
本
が
侵
略
し
て
い
た
時

に
、
勇
敢
に
も
日
本
兵
に
向
か
っ
て
、

戦
争
を
や
め
な
さ
い
と
放
送
し
て
い
た

と
は
、
全
然
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

曉
子
さ
ん
の
ご
挨
拶
立
派
で
、
す
ご

く
感
心
し
ま
し
た
。
あ
の
言
わ
れ
て
い

た
こ
と
は
、
本
当
に
そ
の
と
う
り
で
す
。

日
中
友
好
も
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

大
き
く
打
っ
て
で
ま
し
ょ
う
。
戦
争
は

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
残
酷
で
す
。
日
本

が
侵
略
し
、
そ
の
中
で
中
国
本
土
に
お

い
て
反
戦
を
訴
え
て
い
た
事
実
を
知
り
、

今
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

栗
原
小
巻
さ
ん
が
登
場
し
、
少
し
び
っ

く
り
し
ま
し
た
が
、
テ
ル
の
信
念
を
語

り
、
そ
の
娘
さ
ん
暁
子
さ
ん
も
後
押
し

さ
れ
て
い
る
、
そ
れ
は
日
本
社
会
で
望

ま
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
は

支
部
を
つ
く
っ
て
、
協
会
を
も
っ
と
大

き
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

坂
手
日
登
美
さ
ん
（
演
出
家
）

劇
団
・
息
吹
で
は
七
月
一
日
の
長
谷

川
テ
ル
朗
読
劇
の
演
出
を
行
な
い
ま
し

た
。
暁
子
さ
ん
と
は
１
９
８
９
年
以
来

の
お
付
き
合
い
で
す
。

私
は
１
９
９

１
年
に
中
国
に
行
き
四
年
大
学
で
学
び
、

そ
の
後
二
年
勉
強
し
演
劇
等
も
学
び
、

都
合
十
数
年
い
ま
し
た
。
生
ま
れ
た
中

国
か
ら
、
幼
い
こ
ろ
日
本
に
帰
っ
て
来

て
い
ま
す
。

澤
田
和
子
さ
ん
お
亡
く
な
り
に
ま
し

た
が
、
苦
労
し
て
テ
ル
の
本
を
一
緒
に

執
筆
し
ま
し
た
。
最
近
に
な
り
暁
子
さ

ん
は
、
現
在
の
日
中
関
係
を
観
て
、
も

う
絶
望
を
し
た
、
年
賀
状
も
出
さ
な
い

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
今
回
の

企
画
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

芝
居
に
参
加
し
た
若
い
未
来
あ
る
人

た
ち
に
紹
介
で
き
た
よ
う
に
想
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
中
国
問
題
も
積
極
的
に
か

か
わ
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

堺
・
浅
田
勝
美
さ
ん

日
中
友
好
協
会
に
入
っ
て
三
年
、
勉

強
す
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
先

日
は
日
中
不
再
戦
友
好
、
安
倍
首
相
に

進
言
す
る
、
長
谷
川
暁
子
・
テ
ル
を
扱

か
っ
た
つ
ど
い
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

昴
合
唱
団
に
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
、

全
員
男
性
で
服
装
が
お
そ
ろ
い
で
と
て

も
よ
か
っ
た
で
す
。

五
月
に
堺
で
平
和
と
友
好
の
つ
ど
い

を
行
な
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
山
本
恒
人

副
会
長
と
長
谷
川
暁
子
さ
ん
、
そ
し
て

一
人
芝
居
の
神
田
さ
ち
子
さ
ん
も
参
加

さ
れ
、
ロ
ー
カ
ル
な
場
で
あ
り
ま
し
た

が
、
格
調
高
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

若
い
人
を
引
き
付
け
る
た
め
に
、
中

国
か
ら
帰
国
し
た
ば
か
り
の
家
族
の
若

者
が
、
映
像
で
中
国
の
よ
い
所
を
紹
介

し
ま
し
た
。
今
ま
で
は
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
小
林
多
喜
二
を
中
心
に
し
た
話
で

し
た
が
、
長
谷
川
暁
子
さ
ん
、
山
本
慈

照
さ
ん
、
そ
し
て
山
崎
ひ
ろ
み
さ
ん
を

知
り
ま
し
た
、
山
崎
さ
ん
は
従
軍
医
者

と
し
て
日
中
戦
争
に
参
加
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
お
か
し
い
と
思
わ
れ
中
国
に

残
り
、
山
東
省
で
す
が
医
者
と
し
て
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た

が
、
平
和
を
引
き
つ
い
で
ほ
し
い
で
す
。
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府
連
大
会
続
報
③
平
和
の
つ
ど
い
な
ど
発
言

七
月
十
六
日
か
ら
七
日
間
の
シ

ベ
リ
ア
・
旧
満
州
合
唱
交
流
旅
行

の
模
様
を
、
土
井
一
正
理
事
か
ら
、

伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
合
唱
交
流
旅
行
は
日
中
友

好
協
会
と
日
本
ユ
ー
ラ
シ
ア
協
会
、

ロ
シ
ア
民
謡
合
唱
団
コ
ス
モ
ス
、

紫
金
草
合
唱
団
等
が
後
援
し
約
五

〇
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

戦
後
七
〇
年
を
迎
え
、
日
本
人

墓
地
の
あ
る
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
、
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ー
ク
か
ら
、
シ
ベ
リ

ア
抑
留
や
日
中
戦
争
で
悲
劇
を
生

ん
だ
綏
芬(

す
い
ふ
ん)

河(

が)

を

経
て
ハ
ル
ピ
ン
に
至
る
ル
ー
ト
を

辿
り
し
ま
し
た
。
鎮
魂
と
平
和
と

友
好
へ
の
願
い
を

込
め
、
ロ
シ
ア
、

中
国
の
現
地
合
唱

団
と
歌
い
交
流
し

ま
し
た
。

「
私
は
、
余
生
を

日
中
不
再
戦
を
も
っ

て
日
本
の
国
民
に

戦
争
の
真
相
を
知

ら
せ
る
こ
と
に
尽

く
し
た
い
」
こ
れ
は
、
こ
の
旅
行

の
団
長
と
し
て
参
加
し
た
藤
後
博

巳
さ
ん
（
大
阪
府
連
顧
問
）
が
、

ハ
ル
ピ
ン
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受

け
、
哈
爾
浜
新
聞
（7

/
2
2

付
）
に

掲
載
さ
れ
た
一
節
で
す
。
さ
ら
に

「
七
月
二
一
日
、
八
六
歳

の
一
人
の
日
本
人
年
寄
り

が
合
唱
団
を
率
い
て
、
平

和
・
友
好
の
文
化
交
流
の

促
進
の
た
め
に
ハ
ル
ピ
ン

に
や
っ
て
き
た
。
そ
の
老

人
の
名
は
藤
後
博
巳
。
彼

は
生
粋
の
中
国
東
北
方
言

を
操
り
な
が
ら
『
私
の
半

分
は
中
国
人
』
と
語
っ
て

い
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

藤
後
さ
ん
の
経
歴
に
つ

い
て
も
、
そ
の
中
で
、
七

一
年
前
に
十
五
歳
で
、
日

本
政
府
の
「
満
蒙
開
拓
少
年
義
勇

軍
」
の
宣
伝
に
の
せ
ら
れ
中
国
に

来
た
こ
と
、
敗
戦
後
、
ハ
ル
ピ
ン

道
外
の
飲
食
店
主
に
助
け
ら
れ
た

こ
と
、
そ
の
後
、
中
国
人
民
解
放

軍
に
参
加
し
、
１
９
５
５
年
二
月

の
帰
国
ま
で
一
〇
年
間
中
国
解
放

の
た
め
に
戦
っ
た
こ
と
、
を
詳
し

く
報
じ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
「
『
国
交
正
常
化
の
後
、

日
本
の
友
好
団
体
を
引
率
し
て
南

京
、
北
京
、
上
海
、
ハ
ル
ピ
ン
を

一
〇
数
回
訪
れ
交
流
し
て
い
る
。

大
き
く
変
わ
っ
た
ハ
ル
ピ
ン
に
つ

い
て
も
、
平
和
で
あ
っ
て
こ
そ
都

市
の
発
展
が
あ
る
』
と
語
っ
て
い

る
」
と
結
ん
で
い
ま
す
。

今
回
の
旅
行
で
、
日
中
戦
争
と

シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
地
で
戦
跡
等
に

触
れ
る
中
で
、
侵
略
戦
争
へ
の
加

担
な
ど
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
決

意
を
強
め
て
い
ま
す
。
言
葉
で
意

思
疎
通
す
る
こ
と
の
大
事
さ
も
感

じ
、
次
回
ツ
ア
ー
で
は
中
国
語
を

も
う
少
し
話
せ
る
よ
う
に
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ハ
ル
ピ
ン
演
奏
旅
行

現
地
ハ
ル
ピ
ン
新
聞
が
報
道

第38回 全大阪きりえ美術展

10/14(水)～18(日)10時～17時
大阪市立住まいのミュージアム・ギャラリー

第40回 日中友好きりえ展

9/22(火)～27(日)


